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研究動向調査および

研究活動分析ツール

としてのScopus
～出版社の取り組み～

_______________________________________
エルゼビア・ジャパン株式会社

足立泰

SPARC Japan連続セミナー2007
計量書誌学からジャーナル・論文のパフォーマンスを計る-2-
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内容内容

背景

利用事例および最新の分析ツール

今後の取り組み
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研究活動成果を定量的に計るニーズの高まり研究活動成果を定量的に計るニーズの高まり

アメリカ国立衛生研究所アメリカ国立衛生研究所 Dr. Dr. KuanKuan--Teh Teh JeangJeang
（（Open AccessOpen Accessタイトルタイトル RetrovirologyRetrovirologyエディターエディター））

Impact factor, H index, peer comparisons, and 
Retrovirology: is it time to individualize citation 
metrics? (Retrovirology 2007, 4:42)

「優秀な研究者同士のグローバル競争は年々激しくなっている。
自分の研究活動成果を比較可能な定量指標で手軽に入手できる
ことは非常に重要になってきている。」 Jeang博士コメント
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計量・・・学計量・・・学

181999Cybermetrics

431997Webometrics

91994Infometrics

1,4231974
Bibliometrics
(計量書誌学)

2581977
Scientometrics
(科学計量学)

661953
Sociometrics
(計量社会学)

2,0221958
Econometrics
(計量経済学)

論文数
最も古い論文
の出版年

キーワード
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BibliometricsBibliometrics
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Abstract, Title, Keywordに”Bibliometrics”を含む文献の推移
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研究活動分析研究活動分析

特定のテーマに関する研究動向調査

競合他社の文献調査

ジャーナル分析

研究資金の提供先の選定

政策決定

採用・昇進

投資先選定

研究者（著者）

研究グループ

大学・機関

国
政策決定者
管理者

政策決定者
管理者

広義の研究者広義の研究者
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書誌データを用いた分析の流れ書誌データを用いた分析の流れ

所属機関名
著者名
共著者
文献タイトル
引用文献
分野カテゴリー（分類）
ISSN (電子および冊子体)
論文の長さ(ページ番号)
出版年
言語
キーワード
論文タイプ

被引用数

文献数

利用量

データベース
情報資源

指定条件で抽出

評価指標
算出
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研究活動分析を難しくする要因研究活動分析を難しくする要因

データベース間の文献レコードの構造の違い

分野分類（論文単位、ジャーナル単位、粒度など）

著者名の表記揺れ

機関名の表記揺れ

著者と機関の関連付け

第1著者、第2著者・・・
重複データの除去
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研究活動分析研究活動分析

Scopusで得られる文献情報の例

民間との共同研究実績被引用論文数の年次変化

共同研究施設自己引用の比率

共同研究者被引用論文数

学会や国際会議での発表実績H指数

灰色文献による被引用数掲載雑誌

特許による被引用数掲載論文数の年次変化

一論文あたりの平均被引用数論文掲載実績

【注】一部、データ取得に専門的な作業を要するものがあります。
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エルゼビア社の取り組みエルゼビア社の取り組み

利用者の
フィードバック

市場調査
計量書誌学
の専門知識

政策決定者
管理者

政策決定者
管理者

広義の
研究者

広義の
研究者
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Nov 
2004

Scopus
誕生

2007 >
Jan 
2006

引用分析
ツール
発表

June 
2006

著者同定
ツール
発表

Oct 
2006

PatentCites
WebCites
発表

今後もBibliometrics
を用いた分析ツールを継続投入

ScopusScopus上の分析ツールの発展上の分析ツールの発展

Custom
Data
発表

H-index
発表

利用事例および最新の分析ツール利用事例および最新の分析ツール
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研究トレンドを把握する研究トレンドを把握する

ホルムアルデヒドに関する
研究論文数の推移

シックハウス症候群

揮発性有機化合物に関する
研究論文数の推移

出典： Elsevier Library Connect, Pamphlet #9, Using Scopus for Bibliometric Analysis: A Practical Guide, 
“Identifying Research Trends, Supporting the Editorial Process, and Informing Evaluations”
By Dr. Peter Brimblecombe, Senior Editor, Atmospheric Environment, and Professor of Atmospheric Chemistry, 
University of East Anglia, Norwich, UK 
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雑誌の質を高めるための活用雑誌の質を高めるための活用

出典： Elsevier Library Connect, Pamphlet #9, Using Scopus for Bibliometric Analysis: A Practical Guide, 
“Identifying Research Trends, Supporting the Editorial Process, and Informing Evaluations”
By Dr. Peter Brimblecombe, Senior Editor, Atmospheric Environment, and Professor of Atmospheric Chemistry, 
University of East Anglia, Norwich, UK 

被引用数の年次変化の分析 ページ数と被引用数の相関を調べる

ジャーナル:Atmospheric Environment
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人材開発における活用人材開発における活用

出典： Elsevier Library Connect, Pamphlet #9, Using Scopus for Bibliometric Analysis: A Practical Guide, 
“Identifying Research Trends, Supporting the Editorial Process, and Informing Evaluations”
By Dr. Peter Brimblecombe, Senior Editor, Atmospheric Environment, and Professor of Atmospheric Chemistry, 
University of East Anglia, Norwich, UK 

大学における次期昇進者の特定推薦状作成の補足資料として
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よく利用される指標の問題点よく利用される指標の問題点

総掲載論文数
長所:生産性が把握できる。
短所:論文の影響度や重要度を計ることができない。

総被引用数
長所: 影響度を計ることができる。
短所:少数の「大当たり」論文により左右される。共著
で著者の業績とは直接関係がない可能性がある。

平均被引用数（論文当たりの）
長所: 異なる年齢層の著者の比較ができる。
短所:生産性が低いほど有利。生産性が高いと低くなっ
てしまう。
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hh指標（指標（hh--indexindex））

2005 Jorge Hirsch博士により提案
凝縮系物理学専攻

カリフォルニア大学サンディエゴ校

研究成果の影響度と質を計る目的で考案: 
研究者

研究グループ

ジャーナル

研究プロジェクト
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hh指標（指標（hh--indexindex））

定義

対象となる研究者が公刊した論文のうち、被引用数が

少なくとも h あるものが h 以上 ある。

このとき、当該研究者の h 指標は h であると言う。

被引用数

論文ランク

000113614152349

1110987654321

J.E. Hirsch, “An index to quantify an individual’s scientific research output,”
PNAS 102, 16569-16572 (2005)
http://arxiv.org/PS_cache/physics/pdf/0508/0508025.pdf
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著者情報への著者情報へのhh指標（指標（hh--indexindex））の記載の記載

20

ScopusScopus上の上のhh--indexindex

論文あたりの被引用数

をプロット表示

高引用とそうでないも

のが一目で把握可能

透明性が高い

分析する対象年を変更

することが可能
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課題：著者同定、機関名同定課題：著者同定、機関名同定

完全一致させるには情報が不十分。
例えば、機関名の欠落、学部の違い、
共著者が全て異なる、共通する引用
文献が存在しない、など

NII 佐藤一郎教授
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PrecisionPrecision（適合率）と（適合率）とRecallRecall（再現率）（再現率）

B

D

Recall = 
| A∩B |

| B | Precision = 
| A∩B |

| A |

関連度の
高いアイテム

A
A∩B抽出した

アイテム

データベースの
全アイテム
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PrecisionPrecision（適合率）と（適合率）とRecallRecall（再現率）（再現率）

B

D

A∩B 関連度の
高いアイテム

データベースの
全アイテム

A

抽出した
アイテム

Recall = 
| A∩B |

| B | Precision = 
| A∩B |

| A |

目標95% 目標99%
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著者情報の精度向上著者情報の精度向上

アルゴリズム
による

グルーピング

Scopus
著者データベース

フィードバック
による修正
（手作業）

論文

論文

論文

アルゴリズム
の定期的な改良
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今後の取り組み今後の取り組み

26Scopus Custom DataScopus Custom Data

XMLによる
詳細項目出力
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27ScopusScopusを用いたレポート例を用いたレポート例
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ベンチマーキングベンチマーキング

Faculty Scholarly Productivity Index
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ベンチマーキング（研究分野別比較）ベンチマーキング（研究分野別比較）

30

Computer Science and 
Electrical Engineering

Math

Astrophysics

Physics

Chemistry

Chemical, Civil &
Mechanical Engineering

Geology
Biology

Molecular
Biology

Medical
Treatment

Health Services

Drug
Development

Brain Research

Social Sciences

Humanities

0 90 180 270 360

イノベーションイノベーション……
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補足資料補足資料

32

5336

198

6872

189

806

1390

251

Scopusの地域別タイトル数


